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2S3-PM2  JABEEの 現状と課題

○天野秀臣

(二重大学 生物資源学部)

“
生物工学分野

"は
、生物工学会を中心に化学工学会、(財)農 学会、農

芸化学会などの関連学協会が関係して2003年に 「生物工学及び生物工学関

連分野Jと して設置された。生物工学分野は、工学以外では、農芸化学、
水産学など他の学問領域にもかなり関連があるので、今回は分野別要件の

観点から農学分野と生物工学分野について概観する。農学一般関連分野
・分野別要件
「この要件は農学一般または特化された領域 (森林機能系、植物生産系、動
物生産系、生物化学系、生物経済系、水産系)の 技術者教育プログラムに

適用される。但し、獣医系は除く」
1 修 得すべき知識 ・能力

本プログラムの修了者は本プログラムの示す領域において学習・教育目

標達成に必要な以下の知識 ・能力を身につけている必要がある。
(1)基礎能力
生命科学、生物環境科学、生物生産科学、生物資源科学の関連科目の修得
によつて得られる理論的知識。(2)実験または調査を計画 ・遂行し、デー

タを正確に解析 ・考察し、かつ説明する能力。(3)専門的な知識および技
術を駆使して、課題を探究し、組み立て、解決する能力。(4)技術者が経
験する実務上の問題点と課題を理解し、適切に対応する能力と判断力。
農学一般関連分野の活動状況

現在、(則)農 学会が幹事学協会となり、(財)農 学会技術者教育推進委
員会を組織し、農学系PBEE研 修会、普及指導活動、J.ABEE各種委員会の

委員および審査委員長の選考、その他を行つている。上記推進委員会には、
(財)農 学会、日本水産学会、日本農芸化学会などの 18学会と技術士会農
業部門、同水産部門、同森林部門の3部門、合計21学会が参加している。そ
の活動でもつとも力を入れている1)のに、毎年一回の審査員研修会の実施、
普及指導活動がある。これらの活動の結果、現在 5プ ログラムが認定され
ている。これらプログラムは農学一般および水産系の特化された領域であ
り、生物化学系はまだない。
生物工学および生物工学関連分野
・分野別要件
「この要件は生物工学および生物工学に関連する分野の技術者教育プロ

グラムに適用される。」
l修 得すべき知識 ・能力

本プログラムの修了者は以下の知識・能力を身につけている必要がある。
(1)応用数学に関する基礎知識、もしくは生物工学に係わる情報処理技術
の応用に関する能力。(2)本分野の主要領域 (生物学、生物情報、生物化
学、細胞工学、生体工学、生物化学工学、環境生物工学)の うちの二つ以
上、あるいはそれらの複合した領域を修得することによつて得られる知識、
およびそれらを工学的視点に立って問題解決に応用できる能力、すなわち
a)専門知識 ・技術 b)実 験を計画 ・遂行し、得られたデータを正確に
解析・考察し、かつ説明する能力 c)専 門的な知識および技術を駆使して、
課題を探究し、組み立て、解決する能力 d)本 分野に携わる技術者が経験
する実務上の課題を理解し、適切に対応する能力
上記のように、生物工学分野の取得すべき知識 ・能力は農学一般関連分
野のそれと比較し、数学、情報処理に関する記述が明確であること、生物
工学分野の主要領域がいろいろと挙げられている点が特徴的である。しか
し、農学一般関連分野でも、数学、自然科学および情報教育の知識とそれ
らを応用できる能力は必須とされ、事実、農学系学部ではその能力が涵養
されている。その他の修得すべき知識 ・能力、教員については農学一般と
類似する点が多いので、今後、学習 ・教育目標を適切に設定することで、
農学系学部からの生物工学分野での受審は可能と思われる。

The Present State and Thsks ofJABEE

OHideomi AMANO
(Mie University, Faculty of Bioresources)

2S3-PM3  生 物工学分野におけるJABEE認 定と技術士制度
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PBEE認 定制度は教育プログラムの質を保証し、その成果が技術者とし

て活動するために必要な最低限度の知識や能力の養成に成功していること

を認定することであるが、ysEE認 定プログラム修了者のメリットのひと
つに 「技術士第一次試験」の免除が挙げられる。 プ ログラム修了者は 「修

習技術者Jと なることができ、所定の実務の修習を行うことにより、技術
士第二次試験の受験が可能になる。また補助する技術士を選定して文部科

学省に登録すれば、国家資格である 「技術士補Jの 資格を得ることもでき、

技術士業務の補助を行いながら技術士になるための修習を積むこともでき

る。PBEE認 定プログラム修了者が目指すべきロ
ードマップとして掲げら

れているのが 「技術士Jで あり、我が国の工学教育の先に目指すべき道の

ひとつとして存在しているのが 「技術士Jで あるといえよう。

技術士とは、「技術士法」に基づいて行われる国家試験に合格し登録した

人に与えられる文部科学省所管の国家資格であり、科学技術に関する高度
な専門的応用能力を認定するものである。21に及ぶ技術部門を有し、その

ひとつ生物工学部門は平成元年に創設され、技術士第二次試験に合格し登

録を行つた技術士は、2005年現在100名を超える。多くは企業や公的研究

開発機関で研究開発に従事しているが、独立して技術士事務所を営むケー

ス、大学等の研究員として、あるいは自らベンチャーを興したりNPOに 参

画したりといつた様々なスタイルで活動している。

現在、技術士生物工学部門には (1)細胞遺伝子工学、(2)生 物化学工

学、(3)生 物環境工学の3つの技術分野があり、二次試験に際しても得意
な分野を選択して受験することができるが、バイオテクノロジーがほとん

どの技術領域に広く応用されている現状から出題の範囲t,広く、受験者の

経歴も多岐にわたつている。

技術士になれば、さらに測ICエ ンジニアとして登録する道も開かれて
いる。現在でも多くの技術士が」IcA等からの要請に応じて、海外での技術

指導に参加しており、若い技術士補にも青年海外協力隊に参加して活動し

ている人もいるが、技術士、技術士補だけでなく、JABEE認 定プログラム

によって保証された質の高い技術者が、海外で活躍する日も間近いと思わ

オtる。

今後yBEE認 定教育制度と技術士制度の連携を深めることにより、多く
の若手技術者が確かな専F5知識と応用的専門能力を身につけ、科学技術の

発展と国民生活に寄与されることを願うものである。

Accreditation by JABEE and Qualification of Professional Engi-
neers Specialized in Biotechnology
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( Japan Bioindustry Association, 2tk"da i.n. C)ffice, Dilector, The Insti-
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Dept. of Biotechnology, The Institutiorr of Professional Engineers,

Japan, "I{irai C.E. Oflice)
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2S3-PM4 鳥取大学に於ける生物工学教育の取 り組み

吉井英文,大城 隆,本郷 邦広,O築瀬英司

(鳥取大 ・工 ・生応工)

はじめに 日 本海に面する山陰、砂丘と梨と温泉と因幡の自兎で知られる

鳥取、自兎海岸を望む小高い丘の上に鳥取大学の学合は位置する。山陰で

は唯一の工学部、その中で生物応用工学科は平成元年に新設された。平成

16年度より、国立大学法人鳥取大学と衣替え後、「知と実践の融合」を理

念とする中期目標に沿つた教育と研究を実施している。工学部は8学科、機

械工学科、知能情報工学科、電気電子工学科、物質工学科、生物応用工学

科、土木工学科、社会開発システムエ学科、および応用数理工学科、から

構成されている。工学部が掲げる中期目標には、「技術者教育については

yBEEか らの認定を受けること」が明記されている。既に、土木工学科、

電気電子工学科、社会開発システムエ学科がJ.ABEE認定を受けており、生

物応用工学科においてもJABEE認 定を目標とした生物工学教育の取り組
みを始めている。

生物応用工学科の構成

生物応用工学科では、「地球環境から生体内 (細胞内)環境までの様々な

問題を解決するアイディアとリサーチが満載の学科です。」をキャッチフ

レーズとしており、微生物の生理機能を探索・解明する基礎部門である「生

物機能基礎学」と、その機能を抽出、拡大し、物質生産や環境改善 ・保全

に応用する部門である 「生物反応工学Jの 2大講座を設置している。入学

定員は40名であり、生物機能基礎学講座には 「生物有機化学」、「蛋白質工

学」、および 「生物機能開発工学」が、生物反応工学講座には 「生体触媒工

学」および 「生物工学」の研究室が設置されている。学科のスタンフは、

5名の教授、5名の助教授、1名の講師、2名の助手、2名の技術職員、およ

び 1名の学科事務職員から構成される。工学研究科生物応用工学専攻 ・博
士前期課程の入学定員は12名である。

PSEE対 応カリキュラム

本学科では、化学を基礎とした微生物バイオテクノロジー専門技術教育

を目標としているが、他校との相違点は生物化学工学的な資質を備えた技

術者の育成にあると考えている。そのため、JABEE認 定審査ための学習
・

教育目標として、1)生 体内で進行する反応に関する基礎知識と応用能力、
2)微 生物現象に関する基礎知識と応用能力、3)生 物化学工学計算能力、
4)蛋 白質、遺伝子の構造と機能などの生物情報学の基礎と応用能力、5)

環境調和 ・保全のバイオテクノロジーに関する知識と応用能力、6)生 物
工学に関連した有機化学、物理化学の基礎知識、を掲げ、平成17年度にカ

リキュラムを改言Tした。なお、技術者倫理は集中講義として開講し、2単

位を確保している。コアカリキュラムと科目履修の流れ図は、学科ホーム
ベージ (httP:〃WWW bio tottori u acjPなabCLI■SEE html)に 掲載した。

JABEE審 査に向けて

本学科は平成18年度のJABEE審 査を目指している。申請のために、平成

15年度にysEE作 業部会を立ち上げ、準備を開始している。重要な課題と

して、1)学 習 ・教育日標の設定と早い時期での開示と公表、2)学 習保証

時間と講義内容のカリキュラムとの整合性、3)学 習達成度の評価、4)収

集すべき証拠資料、であることを認識し、平成16年度から教育改革委員会

を設置して、各課題に対応すべく自己点検委員会と小委員会 (教育内容小

委員会、教育成果評価小委員会、入学者選抜小委員会、教育環境小委員会)

間で緊密な連絡を取りあつている。

おわりに

PBEEへ の取り組みを通して、現状の教育システムに内在する問題点を

認識し、教育の質の保証と教育法改善にPBEEを 利用して外部評価を受け

ることは、一地方大学としての生物応用工学科の発展に役に立つものとの

認識に至つている。

Education program of biotechnology in Tottori University

Hidefumi YOSHII, Takashi OHOSHIRO, Kunihiro HONGO,
(lHideshi YANASE
(Dept. Biotech., Tottori Univ.)
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2 S 3 - P M 5   企業にとってのJA B E E
O三 輪治文
(味の素株式会社 発 酵研)

多くの企業では近年、品質管理や環境経営等の分野でISOの ′し―ルに従つ

た運営が図られるようになつた。IS09000や IS014000の認証を受けたか

らと言つて、その企業が直ちに特別な能力を身に付けたり、業績向上にす

ぐ貢献するわけではない。恐らくそれまでもその企業がやっていたであろ

う運営や手順を確実に実行される様にしているに過ぎない。ただISOの手

法に則つたPDCAの サイクルを回して行く事により、その組織の状態は着
実に改善されて行く事になる。よくPBEEは ISOと は違うと言われるが、
その手法や考え方には似た部分も多く、ISOに慣れている企業の人間には

むしろJABEEは 理解し易いのではないかと思う。社員の採用はどの企業
にとっても重要な企業活動のひとつであるが、その方針や手法は企業に
よつてそれぞれ特徴があり千差万別である。ただどの企業t)問題解決能力

や創造性、積極性、自主性に富んだ優秀な人材を確保したいと考えるのは

同じであろう。ただその応募者がどの様な大学教育を受けてきたかを正確
に把握する事は容易ではなく、筆記試験や短時間の面接によりそれを見極
める事はとても出来ない。yttEEが キッチリとした基準でそのカリキュラ
ムや実状を評価し認定を与える事により、その大学の卒業生であればそう
したしつかりした教育がなされ、実際身に付いている事も保証されている
といった安心感を採用しようとする企業にもたらす。味の素の技術系採用
方針を例にして、企業の採用新人に求める能力とJABEEが 定める認定基準
や点検項目を付き合せてみた。
どの企業でも管理、研究開発、生産、販売といつた機能から成り立って
おり、技術系従業員は通常そのどの場面でも仕事をする事になる。また、
各従業員の適正判断や能力開発の観点から、定期的にローテーションによ

り種々の仕事を経験させる事が行われる。味の素でも、入社後 10年間でS

割以上が2回以上の異動を経験している。また技術系新人は初め研究開発
部門中心に配属されるが、10年後には社内各部署 (海外や国内グループ企

業も含め)で仕事をする事になる。勿論入社後の社内教育も重要であるが、
社内のどの様な業務であっても取敢えずこなして行けるだけの基本的な知

識や技術を入社までの高等教育の場で‐Ll得されている事が望まれる。この

意味でもヽ EEの認定基準に示された教育目標項目は重要であり、yBEEの
仕組みが幅広い基礎知識や基礎技術を習得した技術者が大学で確実に育成
される事に貢献すると考えられる。

当社も含め、最近の大手企業の新規採用実績は大学院修了者が中心となっ

て来ている。今年度からysEEも 大学院への展F■aが図られようとしている
が、大いに歓迎すべき事である。今後J.ABEEの諸活動に参画する企業関係
者が増え、企業サイ ドからの大学 ・大学院教育への提言の機会となってい

く事も期待される。

JABEE for company

OHarufuni MIWA
(Ajinomoto Co.,Inc.)
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2S3-PM4  鳥 取大学に於ける生物工学教育の取り組み

吉井英文.大城隆,本郷邦広,O簗瀬英司
(鳥取大 ・工 ・生応工)

はじめに 日 本海に面する山陰、砂丘と梨と温泉と因幡の自兎で知られる

鳥取、自兎海岸を望む小高い丘の上に鳥取大学の学会は位置する。山陰で

は唯―の工学部、その中で生物応用工学科は平成元年に新設された。平成

16年度より、国立大学法人鳥取大学と衣替え後、「知と実践の融合」を理

念とする中期目標に沿つた教育と研究を実施している。工学部は8学科、機

械工学科、知能情報工学科、電気電子工学科、物質工学科、生物応用工学

科、土木工学科、社会Frq発システムエ学科、および応用数理工学科、から

構成されている。工学部が掲げる中期目標には、「技術者教育については

デ螂EEか らの認定を受けること」が明記されている。既に 土 木工学科、

電気電子工学科、社会開発システムエ学科力汀ノ毬EE認定を受けており、生

物応用工学科においてもPBEE認 定を目標とした生物工学教育の取り組

みを始めている。
生物応用工学科の構成
生物応用工学科では、「地球環境から生体内 (細胞内)環境までの様々な

問題を解決するアイディアとリサーチが満載の学科です。」をキャッチフ

レーズとしており、微生物の生理機能を探索・角7明する基礎部F号である「生

物機能基礎学Jと 、その機能を抽出、拡大し、物質生産や環境改善 ・保全

に応用する部門である 「生物反応工学Jの 2大講座を設置している。入学

定員は40名であり、生物機能基礎学講座には 「生物有機化学」、「蛋白質工

学J、および 「生物機能開発工学」が、生物反応工学講座には 「生体触媒工

学」および 「生物工学」の研究室が設置されている。学科のスタッフは、

5名の教授、5名の助教授、1名の講師、2名の助手、2名の技術職員、およ

び 1名の学科事務職員から構成される。工学研究科生物応用工学専攻 ・博
士前期課程の入学定員は12名である。

JABEE対 応カリキュラム

本学科では、化学を基礎とした微生物バイオテクノロジー専門技術教育

を目標としているが、他校との相違点は生物化学工学的な資質を備えた技

術者の育成にあると考えている。そのため、JABEE認 定審査ための学習
・

教育目標として、1,生体内で進行する反応に関する基礎知識と応用能力、
2)微 生物現象に関する基礎知識と応用能力、3)生 物化学工学計算能力、
4)蛋 白質、遺伝子の構造と機能などの生物情報学の基礎と応用能力、5)

環境調和 ・保全のバイオテクノロジーに関する知識と応用能力、6)生 物
工学に関連した有機化学、物理化学の基礎知識、を掲げ、平成17年度にカ

リキュラムを改訂した。なお、技術者倫理は集中講義として開講し、2単

位を確保している。コアカリキュラムと科目履修の流れ図は、学利ホーム
ページ (httP:〃wwwbio tottO� u aCjPヵabeC‐■ttEE html)に 掲載した。

PBEE審 査に向けて

本学科は平成18年度のッBEE審 査を目指している。申請のために、平成
15年度1可赳3EE作業部会を立ち上げ、準備を開始している。重要な課題と

して、1)学 習 ・教育目標の設定と早い時期での開示と公表、2)学 習保証

時間と講義内容のカリキュラムとの整合性、3)学 習達成度の評価、4)収

集すべき証拠資料、であることを認識し、平成16年度から教育改革委員会

を設置して、各課題に対応すべく自己点検委員会と小委員会 (教育内容小

委員会、教育成果評価小委員会、入学者選抜小委員会、教育環境小委員会)

間で緊密な連絡を取りあつている。

おわりに

PSEEへ の取り組みを通して、現状の教育システムに内在する問題点を

認識し、教育の質の保証と教育法改善にPsEEを 利用して外部評価を受け

ることは、一地方大学としての生物応用工学科の発展に役に立つものとの

認識に至っている。

Education progrirm of biotechnology in Tottori University

Hidefumi YOSHII, Thkashi OHOSHIRO, Kunihiro HONGO,
OHideshi YANASE
(Dcpt.  Biotech. .  Tonor i  Univ.)
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2日 目S3会 場

2 S 3 - P M 5   企 業にとってのJA B E E

O三輪治文
(味の素株式会社 発 酵研)

多くの企業では近年、品質管理や環境経営等の分野でISOのルールに従っ

た運営が図られるようになった。IS09000やISO14000の認証を受けたか

らと言つて、その企業が直ちに特別な能力を身に付けたり、業績向上にす
ぐ貢献するわけではない。恐らくそれまでもその企業がやつていたであろ

う運営や手順を確実に実行される様にしているに過ぎない。ただISoの手

法に則つたPDOヽのサイクルを回して行く事により、その組織の状態は着
実に改善されて行く事になる。よくPBEEは ISOとは違うと言われるが、
その手法や考え方には似た部分も多く、ISOに慣れている企業の人間には

むしろp3EEは 理解し易いのではないかと思う。社員の採用はどの企業
にとつても重要な企業活動のひとつであるが、その方針や手法は企業に
よってそれぞオ1特徴があり千差万別である。ただどの企業も問題解決能力

や倉」造性、積極性、自主性に富んだ優秀な人材を確保したいと考えるのは

同じであろう。ただその応募者がどの様な大学教育を受けてきたかを正確
に把握する事は容易ではなく、筆記試験や短時間の面接によりそれを見極
める事はとても出来ない。JABEEが キッチリとした基準でそのカリキュラ
ムや実状を評価し認定を与える事により、その大学の卒業生であればそう
したしつかりした教育がなされ、実際身に付いている事も保証されている
といった安心感を採用しようとする企業にもたらす。味の素の技術系採用
方針を例にして 企 業の採用新人に求める能力とysEEが 定める認定基準
や点検項目を付き合せてみた。
どの企業でも管理、研究開発、生産、販売といつた機能から成り立って

おり、技術系従業員は通常そのどの場面でも仕事をする事になる。また、
各従業員の適正判断や能力開発の観点から、定期的にローテーションによ

り種々の仕事を経験させる事が行われる。味の素でも、入社後 10年間で8

割以上が2回以上の異動を経験している。また技術系新人は初め研究開発
部門中心に配属されるが、10年後には社内各部署 (海外や国内グループ企

業も含め)で仕事をする事になる。勿論入社後の社内教育も重要であるが、
社内のどの様な業務であつても取敢えずこなして行けるだけの基本的な知

識や技術を入社までの高等教育の場で習得されている事が望まれる。この

意味ミゝ迅 EEの認定基準に示された教育目標項目は重要であり、ysEEの
仕組みが幅広い基礎知識や基礎技術を習得した技術者が大学で確実に育成
される事に貢献すると考えられる。
当社も含め、最近の大手企業の新規採用実績は大学院修了者が中心となっ

て来ている。今年度から」ABEEも 大学院への展開が図られようとしている
が、大いに歓迎すべき事である。今lCPttEEの諸活動に参画する企業関係
者が増え、企業サイドからの大学 ・大学院教育‐ヽの提言の機会となってい

く事も期待される。
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